
2026年度教育

2026年１１月

一般社団法人日本産業カウンセラー協会

Confidential

―更新審査と個人情報の取り扱いについて―

2026.11.01研修資料（PMS-A02-1.00-D50）



目次

◼はじめに

◼8月28日実施の更新審査について

個人情報の特定

リスクアセスメント

本人から直接書面によって取得する場合

個人情報の取扱いについて

◼まとめ

個人情報を適切に取り扱うために

協会の個人情報取扱いルールについて

2

Confidential

2026.11.01研修資料（PMS-A02-1.00-D50）



◼はじめに
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はじめに

4

個人情報保護法及びPMS構築・運用指針が運用されているか審査

プライバシーマークの付与期間は2年間

１．JIS Q 15001「個人情報保護マネジメントシステム－要求事項」に
基づいた「プライバシーマークにおける個人情報保護マネジメントシス
テム構築・運用指針」に即し、個人情報保護マネジメントシステムを定
めていること。

２．PMSに基づき実施可能な体制が整備されて個人情報の適切な取扱い
が行われていること。

３．「プライバシーマーク付与に関する規約（PMK500）」に定める欠
格事項に該当しない事業者であること。

個人情報保護マネジメントシステム:Personal Information Protection Management Systems (PMS)
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◼8月28日実施の更新審査について
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更新審査結果に対する是正事項について

◼ 更新審査を終了し、現在はプライバシーマーク付与適格
を決定する審査機関からの通知待ちです。

◼ 審査での指摘事項について是正処置を講じ、3か月以内に
改善報告書を提出された場合、再審査が実施されます。

a)  不適合となった原因

b）その原因を除去するために講じた是正処置を記述する

c)  不適合が除去されたこと及び是正処置を講じたことを

  証明するものを添付する

改善報告書提出後、文書での

再審査が実施されます。

放置すれば、Pマーク付与はく奪。
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◼ 2026年8月28日更新審査が実施された
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◼総評（抜粋）
働く人々が抱える心の問題などの解決を支援する、産業カウンセラー
を養成したり、お客様で発現したハラスメント等、お客様が抱える問
題を解決する事業など、広く人と組織の支援を実施している組織であ
ることが確認できました。

今回の審査でPMSの運用状況を確認したところ、評価できる点として
、定期教育のビデオを作成して必要事項を説明し、全従業者に聴講さ
せていること、支部及びその管轄である事務所に至るまで内部監査を
実施していることがあります。

しかしながら、個人情報の特定、個人情報保護リスクアセスメントと
リスク対応、A.6のうち本人から直接書面によって取得する場合の措置
、本人に連絡又は接触する場合の措置で不備が発見されましたので、
改善する必要があります。
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◼更新審査での指摘事項
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◼指摘事項（１/４）
１．個人情報の特定

「個人情報保護マニュアル」6.1（個人情報の特定）に定めた手順に従
い、事業の用に供する個人情報を「個人情報管理台帳」に特定し、管理
していることを確認したが、以下の不備がある。

（１）特定漏れ

以下の個人情報は特定されていない。

➀産業カウンセラー試験の申込データ（Qookerから取得するもの）

②産業カウンセラー試験の申込書（郵送により委託先が取得するもの）

（２）管理項目漏れ

➀「保管方法」の内容である、安全管理の方法（紙：施錠保管、データ
：パスワードロック等）が、「保管方法」欄等に記述されていない。
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◼個人情報の特定漏れ、管理項目漏れ
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◼個人情報の抜け漏れをチェック
１．個人情報の特定

「個人情報保護マニュアル」6.1（個人情報の特定）に定めた手順に従
い、事業の用に供する個人情報を「個人情報管理台帳」に特定し、管理
していること。

（１）特定漏れ

特定されていない個人情報は無いか再確認。

（２）管理項目漏れ

➀「保管方法」の内容である、安全管理の方法（紙：施錠保管、データ
：パスワードロック等）が、「保管方法」欄等に記述する。
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手順に従い個人情報管理台帳に➀産業カウンセラー試験の申込データ（
Qookerから取得するもの）②産業カウンセラー試験の申込書（郵送に
より委託先が取得するもの）を追記しました。他に抜け漏れがないかチ
ェックして下さい。

➀「保管方法」の内容である、安全管理の方法（紙：施錠保管、データ
：パスワードロック等）が、「保管方法」欄等に記述しました。

◼個人情報の特定漏れ、管理項目漏れ
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◼指摘事項（２/４）
２．個人情報保護リスクアセスメントとリスク対応（6.2.1、

6.2.2、6.2.3）

「個人情報保護マニュアル」6.2.2（個人情報保護リスクアセスメント
）、6.2.3（個人情報保護リスク対応）に定めた手順に従い「個人情報
管理台帳」に特定した個人情報を「リスク分析表」でリスク分析してい
ることを確認したが、指摘事項１（１）で特定漏れしていた個人情報に
ついてはリスク分析されていない。ついては、不備が発生した原因を分
析し、原因を明らかにしたうえで、漏れていた個人情報について「リス
ク分析表」で、リスク分析すること。

◼更新審査での指摘事項
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◼リスク分析表の見直し
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◼新たに追加した個人情報をリスク分析する
２．個人情報保護リスクアセスメントとリスク対応（6.2.1、6.2.2、
6.2.3）

「個人情報保護マニュアル」6.2.2（個人情報保護リスクアセスメント）
、6.2.3（個人情報保護リスク対応）に定めた手順に従い「個人情報管理
台帳」に特定した個人情報を「リスク分析表」でリスク分析している。

Confidential

2026.11.01研修資料（PMS-A02-1.00-D50）



13

◼指摘事項（３/４）
３．A.6のうち本人から直接書面によって取得する場合の
措置（A.7）

「個人情報保護マニュアル」17（直接書面等による取得）に、A.7のa
）～h）の事項を本人に明示し、書面によって本人から同意を得るよう
に定め、同意を得ていることを確認したが、東京相談室サイトのWeb
フォームの中には、明示と同意の仕組みが確認できないものが散見さ
れた。

ついては、不備が発生した原因を分析し、原因を明らかにしたうえで
、他のWebフォームについて修正すること。

◼更新審査での指摘事項
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◼本人から直接書面で取得は同意が必要
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◼直接書面で取得する場合、同意のチェックを
３．A.6のうち本人から直接書面によって取得する場合の措置（A.7）

「個人情報保護マニュアル」17（直接書面等による取得）に、A.7のa
）～h）の事項をあらかじめ、本人に明示し、書面によって本人から同
意を得るように定め、同意を得ること。

あらかじめ、本人の
同意が必要です
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◼産業カウンセラー養成講座の事例
Wed申込ボタンを押すと同意画面が表示されます。
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◼本人から直接書面で取得は同意が必要

本人が同意しないと、
申し込みは出来ません
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◼指摘事項（４/４）
４．本人に連絡又は接触する場合の措置（A.8）

「個人情報保護マニュアル」18（本人に連絡又は接触する場合の措置
）に定めた手順に従い、共同利用を行うにあたり、コーポレートサイト
の「個人情報の取り扱いについて」2項に、必要事項を記載しているこ
とを確認したが、“共同して利用する者の利用目的”については、“「個
人情報の利用目的」の範囲内で共同利用いたします”とのみ記述されて
おり、参照先やその内容も明確ではない。

ついては、不備が発生した原因を分析し、原因を明らかにしたうえで、
共同利用の利用目的を2項内に記述すること。

◼更新審査での指摘事項
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◼利用目的は出来るだけ明確に示す
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◼個人情報の取扱いについて
４．本人に連絡又は接触する場合の措置（A.8）

「個人情報保護マニュアル」18（本人に連絡又は接触する場合の措置
）に定めた手順に従い、共同利用を行うにあたり、コーポレートサイト
の「個人情報の取り扱いについて」2項に、必要事項を記載しているこ
とを確認したが、“共同して利用する者の利用目的”については、“「個
人情報の利用目的」の範囲内で共同利用いたします”とのみ記述されて
おり、より明確に記載する。

Confidential

キャリアコンサルタント養成講習の
修了者に係る修了証情報の連携の

ためと具体的に記載する
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◼継続的改善事項
１．監視、測定、分析及び評価（9.1）

「個人情報保護マニュアル」9.1（監視、測定、分析及び評価）、21（
従業者の監督）（１）b）に定めた手順に従い、「運用確認実施表」を
用いて各部門に対して3か月に一度、運用の点検を実施していることを
確認したが、当該記録では、本部及び支部までは点検を実施しているこ
とは明確になっているものの、支部傘下の事務所まで点検を実施してい
ることは記録されていない。支部内の確認時に事務所も確認したことを
、記録上明確にすること。2年後の更新審査で確認します。

◼更新審査での指摘事項
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◼適用範囲は支部傘下の事務所まで
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◼支部傘下の事務所も記録に残すこと
１．監視、測定、分析及び評価（9.1）

「個人情報保護マニュアル」9.1（監視、測定、分析及び評価）、21（
従業者の監督）（１）b）に定めた手順に従い、「運用確認実施表」を
用いて各部門に対して3か月に一度、運用の点検を実施していることを
確認したが、当該記録では、本部及び支部までは点検を実施しているこ
とは明確になっているものの、支部傘下の事務所まで点検を実施してい
ることは記録されていない。支部内の確認時に事務所も確認したことを
、記録上明確にする。

「運用確認実施表」に
事務所名も記載して

記録する
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指摘事項について、本部・支部で要確認
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◼まとめ
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個人情報を適切に取り扱うために
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ルールを定め、理解し守ること
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事故を起こさない

（未然防止）

事故を起こさないための

体制・対策のルール化

定められたルールを

理解し、守る

事故が発生した場合の影響

を最小限に抑える

早期発見、緊急時対応の

ルール化や対策の実施

事故発覚・発見時に

ルールに従って行動する

従業者は 従業者は
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従業者が認識すべきこと
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◼ 個人情報保護方針
協会が個人情報を取り扱う際に遵守するべきルールや方針のこと。

◼ 個人情報保護マネジメントシステムに適合することの重要性及
び利点
個人情報保護のルールを守ることは、協会にとって漏えい事故のリスクを軽減す
ることにつながる。

◼ 個人情報保護マネジメントシステムに適合するための役割及び
責任
従業者は、ルールを守り漏えい事故を起こさない努力をする必要がある。
総括個人情報保護管理責任者：個人情報保護マネジメントシステムの実施、運用
個人情報保護監査責任者：監査の指揮、実施及び報告

◼ 個人情報保護マネジメントシステムに違反した際に予想される
結果
ルールを守らなかったらどんなことが予想されるのか認識する。
・信用問題、損害賠償の発生、取引停止、Ｐマーク認定の取り消し など
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協会の個人情報取扱いルールに

  ついて
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個人情報保護方針
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忘れないように、
定期的に周知しま

しょう
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個人情報保護体制
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個人情報保護管理
責任者は、どなたで

しょうか
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個人情報保護規程 ①
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個人情報保護規程 ②
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個人情報保護規程 ③
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個人情報保護規程 ④
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緊急事態への対応
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緊急事態への対応も
忘れずに
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緊急事態への対応手順
個人情報漏洩等の問題が発生した場合、支部及び本部が事案をいち早く把握し、職員が正しい認
識を共有できるよう、次のような緊急対応をとるものとする。
① 事案の発生を知った職員は、速やかに個人情報保護担当者に連絡を取る。
② 事案の発生した本部又は支部内に「情報セキュリティ対策本部」を設置し、必要なスタッフを招集
する。
また、事案の規模により協会本部内に「対策本部」を設置し、会長の指揮下に入る。

③ 協会内部での対策が困難な場合は、業務委託先及び専門家と連携・相談の上対策を講じる。
④ 事案の発生原因等を分析し、再発防止策を講じ、本部及び支部の全従業者に、周知・徹底す
る。

１）事案発生時の連絡ルート
① 本部連絡ルート
漏洩等発見者→個人情報取扱責任者→個人情報保護担当者（総務部長）→総括個人情
報保護管理責任者→会長

② 支部連絡ルート
漏洩等発見者→個人情報保護担当者（支部事務局長）→個人情報保護管理責任者
（支部長）→総括個人情報保護管理責任者→会長

２）情報危機対応時の招集順
第1次招集 総括個人情報保護管理責任者、個人情報保護担当者、個人情報保護
監査責任者、総務個人情報取扱責任者
第2次招集 取扱責任者・取扱者、総務担当職員
第3次招集 全担当者、全職員
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受講ありがとうございました
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